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別紙 

 

防衛研究所女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）推進計画 

 

１ 趣旨 

本件は、「防衛省女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）推進計画について（通達）」を受

けて、防衛研究所における女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）（以下「ＷＰＳ」とい

う。）に係る２０２８年度までの推進計画について、通達するものである。 

 

２ 防衛研究所としての基本的方針 

防衛研究所は、政策の企画立案を支援するため防衛省の知的基盤として、ＷＰＳに

関する調査研究を推進するとともに、防衛省内の意識改革に関する教育に取り組む。

また、防衛研究所におけるＷＰＳの取組について、積極的な広報活動を行う。 

 

３ 防衛研究所のＷＰＳに関する取組等 

（１）基本的な方向性 

防衛研究所は、関連文書第１章第４節の意義及び必要性を踏まえ、意識改革、Ｗ

ＰＳ推進体制の整備、諸外国、機関等との連携のため、次の具体的な取組を推進す

る。 

（２）具体的な取組 

ア 意識改革 

（ア）防衛省内の意識改革への支援 

防衛省内で実施するＷＰＳを支援できる専門的知見の蓄積、強化、充実に不断

に努める。 

また、安全保障戦略課程及び安全保障戦略特別課程において、ＷＰＳに関する

講義を行う。 

（イ）防衛研究所内の意識改革 

防衛研究所に所属する全ての隊員にＷＰＳに関する知見を習得させ、防衛研究

所全体の意識改革も確実に実施するため、年に１回以上、教育を実施する。 

イ ＷＰＳ推進体制 

（ア）ＷＰＳ担当官 

企画部長は、防衛研究所における「ＷＰＳ担当官」として、防衛研究所内にお

けるＷＰＳの推進に関し、監督・指導を行う。なお、企画部長は、管下の職員を

防衛研究所「ＷＰＳ担当官補佐」に指定し、ＷＰＳ担当官の業務を補佐させる。 

（イ）各部長、戦史研究センター長及び各特別研究官 

企画部長を除く各部長、戦史研究センター長及び各特別研究官（以下、「各部

長等」という。）は、防衛研究所内のＷＰＳの推進に関し、企画部長と連携す

る。 

 

 



３」 

 

ウ 諸外国、機関等との連携 

諸外国、機関等との交流や国際会議の機会を捉え、諸外国等の取組に係る情報

収集及び防衛省・自衛隊の取組等について情報交換・意見交換等を行う。 

  エ 広報 

ＷＰＳに関する国民及び防衛省職員の理解促進のため、防衛研究所における研

究成果をはじめとして、ＷＰＳに係る取組（研究会の実施、セミナー等への参加

等）について、積極的な広報活動を行う。 

このため、各部長等は、前記のような取組が行われた場合は、適時にその情報

をＷＰＳ担当官に情報提供する。 

 

４ ＷＰＳに関する取組の実施状況の報告等 

（１）各部長等は、ＷＰＳ担当官に対し、その年に実施したＷＰＳに関する取組状況を 

１１月１０日までに通知する。 

（２）ＷＰＳ担当官は、この推進計画に基づいてその年に実施した防衛研究所の取組の実

施状況について、毎年１１月末までに防衛研究所長に報告する。 


